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収 支 報 告 書
1j司グ同。j

{ふりがな) やまぐちしんゅうかい� 政治団体の区分

1政治団体の名称山口
口政 党 口政治資金競革法第四条の 2第ヱ噴

口政 党 の 支 部 規定による政治臨体

2主たる事務所の所在地 山口県下関市東大和町1
己政 治資金 題 体 日 そ の 他 の 敦 抽 出 捧

口その砲の政治部体の支部�  

(アパート・マンシ沼ン;:s)

〈姓〉� 
3代表者の 民名

引
制
な
…
お
之

た
簿
一

活動~識の区分 

Eコ間ーの都道府県の区域内配)11 2以上の都道府県の認域等� 

4会計費怯者の誌名
{姓) L

U

配)11 博 資金管理語体の指定の者無 踏会職員関捺敦治間体のほ分

敏治資金規正法第19発の� 7第� 1項己有

公織の候補者機) {名}

の記名(3人目)

公轄の灘獄

(現職・像機容の別)
事
�
 

夜
九
 R

Uq
Ono 

国会議員薦議設諮問体に関する

務担当者の氏名 巴無

(姓) {名} 公畿の種類

松本 朋子 (現験全候織考の盟IJ)

{需話 o83-266-8118 資金管理団体の趨(姓) {名)

出をした者の誌名

(電話〉 

第� 1号に探る 頭部政治匝体

日政治資金規IE法第四条の� 7第� 1

第� 2号に棒、る国会議員関保政治問体

公職の候構者{姓)�  (;:s ) 

の 氏 名安静 事幸三

公織の種類衆議義務織員

(現車違・侯補者の別) (1.ゑ毒器、〉

公職の鏡補者(姓) (名)

の氏名(2入院)

公職の謹類

{努事量・候補者の別}

饗金管理団体の指定の期間
特倒的議用期間

から から

まで まで
{※複数の期聞がある場合 2つめ以降の織問} (※複数の期間がある場合2つめ以降の期間)



(その 2) JJ5(支の状況
1 紋支の総括表

収 入 総 額 1，590，767 
〈前年からの繰越額) 190，720 
(本年の袈入額〉 1，400，047 

支 出� J耳ノ~、 額 1，488，299 
翌年への繰越額�  102，_468 

2 収入凄目別金額の内訳

(1)個人の負担する党費又は会費

金額

員 数(党費又は会費を納入した入の数)� 

(2)寄附

ア寄際(イを除く。〉のほ分 金 額 鍔 考

(ア)個人からの  F骨� O 
(う ち特定寄附)�  O 

〈イ)法人その他の団体からの寄前� O 
(ウ)政治団体からの響的  1，400，000 
小言十 (ア) + (イ〉 (ウ) 1，400，000 
〈寄附のうち寄貯のあっせんによるもの〉� O 

イ政党壁名寄前�  O 
計 (ア÷イ)  1，400，-000 
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〈その� 7) 

(7) 捕の内訳 寄附者の区分� 3.政治毘体

行番号 替予附者の民名(又は名称〉 金 額 年月日 イ主 所 〈又は所在地〉 職業(又は代表疑惑をの氏名) 穣� 

l |部自由民主党山口県第昭選挙区支� 200，000 琵22/3/30 下関市東大和町1 呂8日� 1 6 安倍晋ニ� 

2 
自由民主党山口県第留選挙区文� 200，000 H22/5/18 下関市東大和町1丁目� 8-1 6 安倍晋ニ部� 

3 部自由民主党向日集第四選挙慌支� 100，000 H22/7/9 下関市東大和町 1 話8-1 6 安倍晋二二� 

4 部自由民主党山口県第詔選挙区支� 200，000 H22/8/9 下関市東大和町 1 回8 1 6 安倍晋ニニ� 

5 !部畠由民主党出口県知選挙誌支� 200，000 日22/11/8 下関市東大和町1丁目� 8 1 6 安倍普ニ� 

6 |部自農民主党山口県第四選挙区支� 500，000 話22/12/14下関市東大和町 1 説8-1 6 安イ吾晋ニ� 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

その他の番手附�  O 
言十� 1，400，000 



(その13) 

3 支出項目別金額の内訳

(1)支出の総括表

項 金 額
備 考

自
本部又交は付支部金に;対して

供与した こ係る支出� 

1 経 常 経 費

(1)人 件 費� 

(2)光 熱 水 費� 

(3)備品�  .消耗品費、�  393，855 
(4)事 務 所 費� 1，094，444 

計� 1，488，299 O 
2 政� 1台 :苦 動 費

(1)組 織 活 動 費 O 
(2)選 関 鍔 費 O 
(3)機関紙誌の発行その他の事業費 O O 

機関紙 の発行事 費 O 
イ宣 結 事 費 O 
ウ政治資金パーティ…開催事業費 O 
ヱその龍の事業費 O 
(4)調 研 作1E 費 O 
(5)寄 開� . 交 イす 金 O 
(6)そ の 他 の 経 費 O 

計 O O 
ム口、 計� 1，488，299 



(その14) 

(2)経常経費{人件費を除く� o )の内訳 項 自 主ヰ 区 分� 3.備品・渚耗品費

行番号 支 出 の 際 的 金 額 年丹自 支出を(受又はけ名た称者}の氏名 支出告(又と受はけ所た在者壇の:住所 鏑� 

l コピー機リース� 32，550 H22/1/4 告本GE鮒 大阪市中央区域見� 1-2 27 

2 コピー機リース� 32，550 託22/2/3 E本GE側 大阪市中央密機見� 1 2-27 

3 コピー磯リース� 32，550 日22/3/3 日本GE鱗 大阪市中央区域免� 1-2-27

長 コピー機ヲース� 32，550 H22/4/5 自本GE輯 大阪市中央区域見� l 2-27 

5 コピー機リース� 32，550 百22/5/6 自本GE側 大阪市中央区接見� 1-2-27 

6 コピー機リース� 32，550 討22/6/3 日本GE鱗 大阪市中央区域晃� 1-2-27 

7 コピー機リース他事務手数料� 33，600 日22/7/12 日本GE瞬 大阪市中央区域見� l 2 27 

8 コビー機リ…ス� 32，550 H22/8/3 日本GE側 大阪市中央[R城見� 1-2-27 

9 コピー機ジース� 32，550 H22/9/3 日本GE鰯 大薮市中央区域晃� 1-2-27 

10 コピ…機ジース� 32，550 H22/10/4 副本GE閥 大阪市中央広域見� 1-2-27 

11 コピー機リース也事務手数料� 33，600 豆22/11/8 自本GE側 大阪市中央区域見� 1-2-27 

12 コゼー機リース� 32，550 自22/12/3 日本GE鰯 大薮市中央区域見� 1-2-27 

13 

14 

15 

その態の支出�  1，155 
ム口、 計� 393，855 



(その14) 

(2)経常経費〈人件費を除く。〉の内訳 項 関 望可 区 分� 4.事務現費

行番号 出の属的 金 額 年月日 支出を〈受又はけ名た者称)の氏名 支出を(又受はけ現た在者地の)住所 備考�  

1 議事備代� 19，992 H22/1/4 セコムクレジット(捕 東京都渋谷区神宮前� 1-5 1 

2 警靖代� 13，860 自22/1/20 セコム側 東京都渋谷監神宮前� 1 5-1 

3 警備代� 19，992 H22/2/1 セコムクレジット梼 東京都渋谷堅持宮前� 1-5-1 

4 撃事備代� 13，860 H22/2/22 セコム械 東京都渋谷区神宮諮� 1-5-1 

5 警錆代� 19，992 日22/3/1 ゆ吋�  λ クレジット鯛 東京都渋者名区神宮前� 1-5 1 

6 警犠i-t 19，992 H22/3/31 セコムクレジット(梼 東京都渋谷[R持寄前� 1-5-1 

7 議油代� 25，200 H22/3/31 側播石 下関市細江新貯3-47 

8 警備代� 13，860 日22/4/20 セコム閥 東京都渋各民神宮前� 1 5 1 

9 警鐘代� 13，860 H22/4/20 セコム械 東京都渋諮区神宮前� 1 5-1 

10 警備代� 19，992 H22/4/30 セコムクレジット樹 東京都渋谷監捧震構� 1-5-1 

11 政治資金量査料� 157，500 日22/5/18 堀川雅史 下関東紳之町12-26 

12 警錆代� 13，860 註22/5/20 セコム閥 東京都渋谷区神宮前� 1-5-1 

13 審構i-t 19，992 H22/5/31 セコムクレジット械 東京都渋谷笹神宮前� 1-5-1 

14 瞥備代� 13，860 H22/6/21 セコム(偶 東京蕃渋谷区神宮前� 1-5 1 

15 警犠代� 13，860 H22/7/20 セコム鮒 東京都渋谷区神宮前� 1-5-1 

16 警鑓i-t 19，992 H22/8/2 セコムクレジット鱒 東京都渋谷区持窓前� 1-5-1 

17 瞥備代� 19，992 H22/8/9 セコムクレジット側 東京都渋谷区神宮前� 1-5 …1 

18 響錆代� 13，860 H22/8/20 セコム欄 東京都渋谷区神宮前� l 5-1 



(その14) 

(2)経常経費〈人件費を捺く。〉の内訳 項 題� 5jrJ 長三 分� 4.事務所費

行番号 支出の語的 金 額 年月日 支出を受け名た者称)の氏名
()とiま

支出を{又受はけ揖た在考地の)住所 備� 

19 響備代� 19，992 H22/8/31 セコムクレジット側 東京都渋谷区神宮前� 1 …� 5-1 

20 警嬬代� 13，860 討22/9/21 セコム観 東京都挟谷区神宮前� 1-5-1 

21 警鶴ft 19，992 百22/9/30 セコムクレジット欄 東京都渋谷思神宮前� 1-5 1 

22 瞥備代� 13，860 H22/10/20 セコム附 東京都渋袋広神宮前� 1-5-1 

23 警議代� 19，992 註22/11/1セコムクレジット鰯 東京都渋呑IR神宮前� 1-5-1 

24 警繍f-t 13，860 住22/11/22セコム鱗 渋谷区神宮前� 1-5-1 

25 響備代� 19，992 百22/11/30セコムクレジット側 東京都渋谷区神宮前工� 5-1 

26 註� 2 1年分家賃� 240，000 廷22/12/14濫自議癌会設長互主支部党山口県第四 下関市東大和町� 1-8-16 

27 H22年分家賃� 240，000 日22/12/14選自挙由民区支主意部山口県第圏 下関市東大和町� 1 8-16 

28 響錆代� 13，860 註22/12/20セコム側 東京都渋谷区神宮前� 1 …� 5 1 

29 受f言料� 25，520 話22/12/27 日本放送協会 東京都糠谷区神南2-2-1

の地の 出� O 
A口、 計� 1，094，444 



(その17) 資 の 状 況� 
1 資藤等の総括表

等
産


資 等の有無

産 の� E 別区分

ア 量

イ 建 惣

ウ 建胞の麗査主旦主主よ土豆議よ撞Xl基本撞の震鍵撞� 

ごに監聾 盤 強 足 並 金 旦 藍;t 量産

ォ蓋�  L萱通量金�  2ゑ工主主産盟金強一盤~ ~ 1 
R 1主壁 傘�  i蓑通監金主 三仏� i

カ 銭� 2震 査長

キ査 鍾 義

タ 出 盗 よ ゑ 撞 主u

ケ 盆仕蕊よ二よ 盤直足並金五団 麓え 黛1ま

コヨ乙� b ι 金盤定迫立五 主主義;tゑ敷金

サ 敬j豊の価額が100万円を超える撞設の議!1曜に関する権
到

シ量み ょ二よ 盛直 並立互 主藍�  t蓋ム

有

口

口

己

口

ロ

口

ロ

口

口

無

回

巴

E 

日� 

日

回

日

日

回

日

備 考



たとが(その20)
主主 書
誓


添付書類(Jj!J添のとおり〉

日� 1 額収審等の写し

口 2 (政党本部及び政治資金自体に援る。〉

自� 3 政治資金数査報告書 関採政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って枠成したものであって、真実に相違ありませんG

坪是正却をf~F-l /09 

政治団体の名称 山口晋京会

会計費低者の長名 喜三)I1 韓之 盛盛
代表者の氏名 (代表者については解散時のみ記入すること)

{部}
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1
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当
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収
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報
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び
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当
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支
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書
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計

帳
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、
領
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領
収
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か
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支

出
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等

及
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振
込

明
細

書
に

つ
い

て
、

支
出

に
関

す
る
政
治
資
金
監
査
を
行
っ
た
。
�
 

(
2
)

こ
の

政
治

資
金

監
査

は
、

法
第

�
 

1
9
条

の
�

 
1
3
第

2
項

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

政
治
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金
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正
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又
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収
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3
第

 2
現

第
 3

与
す
に
規
定
す
る
事
現
に
つ
い
て
、
法
第

 1
2
条

第
 1

項
に

規
定

す
る

収
支

報
告

書
は

、
余

計
f様

縛
、

明
細

盤
、

鎖
収

欝
特

に
基

づ
い

て
支

出
の

状
況

が
表

示
さ

れ
て

い
た
。

 

(
4
)

法
第

 1
9
条
の

 1
3
第

 2
項

第
 4

号
iこ

規
定

す
る

事
項

に
つ

い
て

、
領

収
書

等
を

徴
し

難
か

っ
た

支
出
の
明
締
著
書
等
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
。

 

3
 
業

務
制

課

口
晋

友
会

と
私

と
の

聞
に

は
、

法
第

 1
9
条
の

 1
3
第

 6
嘆

の
規

窓
に

違
反

す
る

事
実
iま
な
い
。

ま
た

、
山

口
晋

友
会

と
政

治
資

金
監

査
の

業
務

を
補

助
し

た
使

用
人

そ
の

他
の

従
業

者
と

の
関

に
お

い
て
も
、
同
様
で
あ
る
。


